
本
部
は
、
８
月
28
日
に

第
１
回
目
の
「
総
合
労
働

協
約
改
訂
」
交
渉
に
入
り
、

要
求
の
主
旨
説
明
を
行
っ

た
。要

求
内
容
は
、
各
支
部

か
ら
集
約
し
た
総
合
労
働

協
約
改
訂
の
要
求
項
目
及

び
、
７
月
10
日
、
11
日
に

開
催
し
た
第
36
回
定
期
大

会
に
お
け
る
代
議
員
か
ら

の
発
言
を
反
映
、
８
月
９

日
に
申
第
１
号
で
会
社
側

に
申
し
入
れ
た
。

主
な
要
求
項
目
は
、
労

働
時
間
短
縮
の
実
施
計
画
、

年
間
休
日
の
１
２
０
日
へ

の
増
加
、
36
協
定
一
部
改

正
後
の
状
況
確
認
及
び
乗

務
員
勤
務
に
お
け
る
臨
時

勤
務
の
限
度
等
の
改
善
、

育
児
・
介
護
休
職
取
得
時

に
お
け
る
昇
給
の
取
り
扱

い
改
善
、
半
休
制
度
の
適

用
勤
務
種
別
の
拡
大
、
保

存
休
暇
の
使
用
範
囲
の
拡

大
、
多
様
な
休
暇
制
度
の

新
設
（
配
偶
者
出
産
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
等
）
、
55
歳
以
上
の

基
本
給
支
給
率
の
改
善
及

び
適
用
時
期
の
見
直
し
、

技
能
手
当
・
職
務
手
当
の

新
設
及
び
増
額
、
添
乗
旅

費
の
増
額
、
夜
間
特
殊
業

務
手
当
及
び
教
導
手
当
の

増
額
、
Ｂ
単
価
・
Ｃ
単
価
・

Ｆ
単
価
等
の
見
直
し
、
単

身
赴
任
手
当
の
増
額
、
Ｓ

Ａ
Ｓ
の
検
査
・
診
察
・
治

療
時
等
の
対
応
拡
充
、
人

間
ド
ッ
ク
受
診
対
象
年
齢

拡
大
及
び
脳
ド
ッ
ク
等
へ

の
補
助
、
制
服
・
防
寒
着

等
の
改
善
・
支
給
、
住
宅

補
給
金
の
増
額
、
社
宅
退

去
時
の
修
繕
費
用
の
廃
止
、

通
勤
に
お
け
る
特
急
列
車

の
乗
車
特
認
の
承
認
範
囲

及
び
特
例
条
件
の
緩
和
、

購
入
券
の
交
付
枚
数
の
増
、

準
組
合
員
の
短
日
数
勤
務

制
度
の
適
用
職
種
拡
大
及

び
乗
務
員
の
専
用
行
路
の

新
設
、
準
組
合
員
の
生
理
・

結
婚
の
有
給
休
暇
新
設
、

準
組
合
員
の
育
児
休
職
制

度
の
改
善
、
準
組
合
員
の

社
宅
・
寮
の
利
用
条
件
緩

和
、
平
成
30
年
３
月
ま
で

就
労
す
る
客
室
乗
務
員
へ

の
手
当
の
支
給
等
、
こ
れ

ま
で
積
み
残
し
と
な
っ
て

い
た
内
容
を
含
め
65
項
目

と
な
っ
た
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
ニ
ュ
ー
ス
№
２
を
参

照
）第

１
回
交
渉
に
お
い
て

組
合
側
は
、
「
我
々
を
取

り
巻
く
経
営
環
境
は
、
Ｌ

Ｃ
Ｃ
を
は
じ
め
と
す
る
他

交
通
機
関
と
の
競
争
激
化

な
ど
先
行
き
は
不
透
明
な

状
況
に
あ
る
が
、
『
明
る

く
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

づ
く
り
』
の
観
点
及
び
職

場
の
活
性
化
と
組
合
員
の

勤
労
意
欲
の
高
揚
を
図
る

こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
」
と
い
う
基
本
的
な
認

識
を
伝
え
、
各
々
の
要
求

項
目
に
つ
い
て
主
旨
を
説

明
し
た
。

組
合
側
の
主
張
に
対
し

て
会
社
側
は
「
会
社
の
体

力
、
貴
側
の
要
求
趣
旨
を

十
分
踏
ま
え
、
今
後
鋭
意

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
い
」
と
の
考
え
方
を
示

し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
組
合
側

は
再
度
、
「
我
々
は
、
現

在
の
Ｊ
Ｒ
四
国
を
取
り
巻

く
経
営
環
境
の
厳
し
さ
を

十
分
認
識
し
、
経
営
基
盤

の
確
立
に
向
け
た
効
率
化

や
各
種
施
策
に
協
力
し
て

い
る
。
ま
た
、
組
合
員
は

日
々
『
安
全
・
安
定
輸
送
』

の
確
立
を
第
一
義
に
収
入

の
確
保
に
向
け
て
、
厳
し

い
要
員
需
給
の
中
、
四
国

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
中
も
含
め

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
間
の
組
合
員
の
努
力

に
応
え
、
職
場
の
活
性
化

と
勤
労
意
欲
の
高
揚
を
図

る
た
め
に
も
、
前
向
き
な

回
答
を
強
く
求
め
る
」
と

強
く
訴
え
、
交
渉
を
継
続

す
る
こ
と
と
し
た
。

引
き
続
き
、
会
社
側
よ

り
、
申
第
２
号
及
び
申
第

３
号
で
申
し
入
れ
た
準
組

合
員
（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
社

員
及
び
契
約
社
員
）
の
賃

金
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、

エ
キ
ス
パ
ー
ト
社
員
の
基

本
賃
金
に
つ
い
て
は
、

「
現
行
の
水
準
で
特
段
問

題
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
年
度
の
改
定

は
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。
」

ま
た
、
契
約
社
員
の
契
約

基
本
賃
金
に
つ
い
て
は
、

「
世
間
相
場
の
動
向
等
を

総
合
的
に
勘
案
し
た
結
果
、

契
約
社
員
（
月
給
適
用
者
）

の
一
部
職
種
（
ワ
ー
プ
支

店
等
（
大
阪
）
）
の
契
約

基
本
賃
金
の
改
定
及
び
サ

ポ
ー
タ
ー
社
員
の
う
ち
駅

勤
務
者
に
関
す
る
適
用
ラ

ン
ク
の
一
部
改
正
を
行
う
」

と
の
回
答
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
組
合
側
は
、

世
間
相
場
に
対
す
る
考
え

方
に
つ
い
て
確
認
す
る
と

と
も
に
、
「
エ
キ
ス
パ
ー

ト
社
員
の
賃
金
引
き
上
げ

に
つ
い
て
は
今
年
度
の
改

定
は
行
わ
な
い
と
の
回
答

で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
厳

し
い
要
員
需
給
の
中
で
エ

キ
ス
パ
ー
ト
社
員
の
役
割

は
非
常
に
大
き
く
な
っ
て

お
り
、
勤
労
意
欲
の
向
上

を
図
る
た
め
に
も
改
善
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
契

約
社
員
の
賃
金
引
き
上
げ

に
つ
い
て
は
、
一
部
職
種

で
は
あ
る
が
実
施
さ
れ
、

労
働
条
件
の
向
上
が
図
ら

れ
た
が
、
全
国
的
に
最
低

賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
回
引
き
上
げ
の
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
地
域

の
契
約
社
員
に
つ
い
て
も

賃
金
の
改
善
を
図
る
べ
き

で
あ
る
」
と
訴
え
た
。
ま

た
、
次
年
度
に
向
け
「
エ

キ
ス
パ
ー
ト
社
員
及
び
契

約
社
員
の
職
場
で
の
任
務

や
役
割
等
は
非
常
に
大
き

く
な
っ
て
お
り
、
勤
労
意

欲
向
上
の
た
め
に
は
今
後

も
賃
金
の
改
善
・
処
遇
制

度
の
確
立
に
向
け
た
取
り

組
み
が
重
要
で
あ
る
」
と

前
向
き
な
検
討
を
要
請
し

た
。持

ち
帰
り
業
務
対
策
委

員
会
を
開
催
し
検
討
し
た

結
果
、
一
部
で
は
あ
る
が

契
約
基
本
賃
金
の
改
善
が

図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
労

働
条
件
の
向
上
に
向
け
て

引
き
続
き
交
渉
を
継
続
す

る
こ
と
を
確
認
し
て
妥
結

し
た
。

ま
た
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス
の
総
合
労
働
協

約
改
訂
等
に
つ
い
て
も
、

８
月
９
日
に
申
第
４
号
及

び
申
第
５
号
で
会
社
側
に

申
し
入
れ
、
８
月
28
日
の

第
１
回
交
渉
に
お
い
て
組

合
側
の
要
求
実
現
に
向
け

て
主
旨
説
明
を
行
い
、
前

向
き
な
回
答
を
示
す
よ
う

強
く
申
し
入
れ
た
。

な
お
、
交
渉
終
了
後
、

会
社
側
よ
り
「
ド
リ
ー
ム

号
乗
務
に
お
け
る
賃
金
・

手
当
の
見
直
し
」
に
つ
い

て
の
提
案
と
「
社
員
登
用

試
験
の
受
験
資
格
の
特
例

扱
い
」
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

持
ち
帰
り
業
務
対
策
委

員
会
を
開
催
し
、
制
度
改

善
及
び
準
組
合
員
の
賃
金

引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
粘
り
強
く
交
渉

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
今

回
新
た
に
提
案
が
あ
っ
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後

解
明
要
求
等
を
申
し
入
れ
、

議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
自
動
車

支
部
ニ
ュ
ー
ス
№
16
を
参

照
）

要
求
の
獲
得
に
向
け
て
主
旨
説
明
を
行
う

８
月
５
日
（
土
）
11
時

30
分
よ
り
、
本
部
１
階
会

議
室
に
お
い
て
第
２
回
本

部
執
行
委
員
会
が
開
催
さ

れ
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
中
濱
執

行
委
員
長
は
「
７
月
の
第

36
回
定
期
大
会
で
は
延
べ

34
名
の
代
議
員
か
ら
運
動

方
針
・
予
算
を
補
強
す
る

立
場
か
ら
発
言
が
あ
り
、

承
認
さ
れ
た
。
大
会
方
針

に
掲
げ
た
「
安
全
・
安
定
・

安
心
輸
送
の
確
立
」
を
は

じ
め
と
す
る
３
本
の
柱
を

中
心
に
こ
の
一
年
間
の
運

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

な
お
、
今
回
の
執
行
委

員
会
で
の
経
過
報
告
と
議

事
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
拡
大

（
業
務
）

・
第
１
回
業
務
対
策
委
員

会
・
土
讃
線
・
普
通
列
車
エ

ン
ジ
ン
付
近
か
ら
の
発

煙
発
生
に
つ
い
て

（
青
女
）

・
本
部
青
年
女
性
会
議
第

25
回
定
期
委
員
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
安
全
対
策
委
員
会

・
政
策
委
員
会

・
賃
金
対
策
委
員
会

【
議
事
】

①
特
別
執
行
委
員
の
指
定

に
つ
い
て

②
平
成
29
年
度
「
総
合
労

働
協
約
改
訂
」
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

③
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー

ス
」
の
開
催
に
つ
い
て

④
ア
ジ
ア
連
帯
委
員
会

「
第
34
次
救
援
衣
類
を

送
る
運
動
」
へ
の
協
力

要
請
に
つ
い
て

⑤
第
13
回
「
21
世
紀
の
鉄

道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
総
会
の
開
催
等

に
つ
い
て

⑥
物
流
を
止
め
な
い
た
め

の
「
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
」
に
関
す
る
署

名
に
つ
い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

・
各
支
部
大
会
日
程
及
び

本
部
対
応
に
つ
い
て

・
分
会
大
会
の
開
催
日
程

に
つ
い
て

・
次
期
（
第
３
回
）
執
行

委
員
会
の
開
催
に
つ
い

て
・
そ
の
他

第
２
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

７
月
15
日
（
土
）
、
香

川
県
宇
多
津
町
「
ホ
テ
ル

ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋
」
に

お
い
て
、
「
本
部
青
年
女

性
会
議
第
25
回
定
期
委
員

会
」
が
各
支
部
か
ら
選
出

さ
れ
た
35
名
の
委
員
を
は

じ
め
、
多
数
の
来
賓
及
び

傍
聴
者
の
出
席
の
も
と
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

委
員
会
は
、
新
田
副
議

長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
新
化

～
未
来
に
繋
げ
る
夢
へ
の

挑
戦
～
」
を
掲
げ
、
常
任

委
員
会
よ
り
一
年
間
の
活

動
経
過
及
び
活
動
方
針
案

が
提
起
さ
れ
た
。

質
疑
で
は
、
36
協
定
違

反
や
要
員
確
保
、
安
全
の

取
り
組
み
、
職
場
環
境
・

労
働
条
件
の
改
善
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、
男

女
平
等
参
画
、
青
女
議
長

の
再
専
従
化
等
に
つ
い
て

討
議
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

満
場
一
致
で
全
て
の
議
事

が
承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
は
、
新
田

副
議
長
を
は
じ
め
８
名
が

退
任
し
、
再
任
さ
れ
た
笹

岡
議
長
の
も
と
新
年
度
の

運
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
の
後
、
尾
上
副
議
長

よ
り
委
員
会
宣
言
案
が
提

起
さ
れ
、
承
認
の
後
、
青

年
女
性
会
議
の
更
な
る
飛

躍
を
目
指
し
、
笹
岡
議
長

の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
終
了
し
た
。

な
お
、
新
役
員
（
三
役
）

は
次
の
と
お
り
。

議

長

笹
岡

慎
平

（
徳
島
支
部
）

副
議
長

宮
西

悠
司

（
高
知
支
部
）

中
内

章
浩

（
本
社
支
部
）

尾
上
連
太
郎

（
香
川
支
部
）

髙
島

朋
江

（
本
社
支
部
）

事
務
長

橋
本

大
希

（
本
社
支
部
）



各
支
部
定
期
大
会
は
、

高
知
支
部
を
皮
切
り
に
順

次
開
催
さ
れ
、
向
こ
う
一

年
間
の
活
動
方
針
等
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
た
。

８
月
26
日
（
土
）
、
高

知
県
高
知
市
「
高
知
城
ホ
ー

ル
」
に
お
い
て
、
代
議
員
、

特
別
代
議
員
、
傍
聴
者
、

来
賓
の
出
席
の
も
と
、
高

知
支
部
第
31
回
定
期
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
13
時
30
分
か
ら
、

井
村
副
執
行
委
員
長
の
開

会
挨
拶
で
始
ま
り
、
資
格

審
査
委
員
長
に
よ
る
大
会

成
立
宣
言
の
後
、
議
長
に

高
知
運
転
所
分
会
の
古
味

代
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。

河
野
執
行
委
員
長
は
冒

頭
の
挨
拶
で
、
36
協
定
違

反
と
働
き
方
改
革
、
安
全
・

安
定
・
安
心
輸
送
の
確
立
、

労
働
環
境
の
改
善
、
政
治

共
闘
の
取
り
組
み
、
四
国

新
幹
線
の
導
入
等
に
つ
い

て
考
え
を
述
べ
た
。
そ
の

後
、
来
賓
か
ら
挨
拶
を
受

け
、
議
事
に
入
っ
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部
よ

り
一
般
経
過
報
告
、
会
計

報
告
、
会
計
監
査
報
告
が

行
わ
れ
、
質
疑
の
後
、
平

成
29
年
度
の
活
動
方
針
案

と
予
算
案
が
提
起
さ
れ
、

再
び
質
疑
に
入
っ
た
。

代
議
員
か
ら
は
、
36
協

定
違
反
の
経
緯
、
要
員
の

確
保
、
労
働
環
境
の
改
善
、

組
織
問
題
、
政
策
課
題
解

決
の
取
り
組
み
、
男
女
平

等
参
画
の
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
質
問
や
意
見
が
あ

り
、
執
行
部
の
答
弁
の
後
、

全
体
の
拍
手
を
持
っ
て
採

択
さ
れ
、
最
後
に
河
野
執

行
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
締
め
く
く
り
終
了

し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
に
伴

い
新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

新
三
役
は
次
の
と
お
り
。

執
行
委
員
長河

野

憲
司

副
執
行
委
員
長

芝

茂
和

坂
本

譜
成

井
村

光
明

書

記

長
山
本

真
二

９
月
５
日
（
火
）
、
香

川
県
宇
多
津
町
「
ホ
テ
ル

ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋
」
に

お
い
て
、
代
議
員
、
特
別

代
議
員
、
傍
聴
者
、
来
賓

の
出
席
の
も
と
、
自
動
車

支
部
第
34
回
定
期
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
14
時
30
分
か
ら
、

西
村
副
執
行
委
員
長
の
開

会
挨
拶
で
始
ま
り
、
資
格

審
査
委
員
長
に
よ
る
大
会

成
立
宣
言
の
後
、
議
長
に

松
山
自
動
車
分
会
の
白
石

代
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。

上
田
執
行
委
員
長
は
冒

頭
の
挨
拶
で
、
会
社
を
取

り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
中
、

組
合
員
の
「
安
全
・
安
心

輸
送
」
の
取
り
組
み
に
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

収
入
の
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
、
組
織
の
充
実
・

強
化
と
活
性
化
、
効
率
化

施
策
へ
の
対
応
及
び
労
働

条
件
改
善
の
取
り
組
み
等
、

多
く
の
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
明
る
く
働
き
が
い

の
あ
る
職
場
づ
く
り
を
目

指
し
、
先
頭
に
立
っ
て
奮

闘
す
る
決
意
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
来
賓
か
ら
挨
拶

を
受
け
、
議
事
に
入
っ
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部
よ

り
一
般
経
過
報
告
、
会
計

報
告
、
会
計
監
査
報
告
、

平
成
29
年
度
活
動
方
針
案

と
予
算
案
が
提
起
さ
れ
質

疑
に
入
っ
た
。

代
議
員
か
ら
は
、
労
働

条
件
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
、
効
率
化
施
策
等
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
執

行
部
の
答
弁
の
後
、
全
体

の
拍
手
を
持
っ
て
採
択
さ

れ
、
最
後
に
上
田
執
行
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
終
了
し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
に
伴

い
新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

新
三
役
は
次
の
と
お
り
。

執
行
委
員
長上

田

耕
成

副
執
行
委
員
長

西
村

公
夫

書

記

長
竹
崎

教
幸

書
記
次
長

岩
本

敏
幸

９
月
７
日
（
木
）
、
徳

島
県
徳
島
市
「
ホ
テ
ル
ク

レ
メ
ン
ト
徳
島
」
に
お
い

て
、
代
議
員
、
特
別
代
議

員
、
傍
聴
者
、
来
賓
の
出

席
の
も
と
、
徳
島
支
部
第

31
回
定
期
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。

大
会
は
13
時
30
分
か
ら
、

山
中
副
執
行
委
員
長
の
開

会
挨
拶
で
始
ま
り
、
資
格

審
査
委
員
長
に
よ
る
大
会

成
立
宣
言
の
後
、
議
長
に

徳
島
管
理
駅
分
会
の
平
岡

代
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。

井
内
執
行
委
員
長
は
冒

頭
の
挨
拶
で
、
結
成
30
年

を
迎
え
て
会
社
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
安
全
・
安
定
・
安

心
輸
送
の
確
立
、
運
輸
収

入
の
確
保
や
労
働
条
件
の

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

の
他
、
政
策
課
題
の
解
決

に
向
け
た
地
元
議
会
等
と

の
政
治
共
闘
に
つ
い
て
触

れ
、
今
後
の
運
動
を
更
に

強
化
し
て
い
く
決
意
を
述

べ
た
。
そ
の
後
、
来
賓
か

ら
挨
拶
を
受
け
、
議
事
に

入
っ
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部
よ

り
一
般
経
過
報
告
、
会
計

報
告
、
会
計
監
査
報
告
、

平
成
29
年
度
運
動
方
針
案

と
予
算
案
が
提
起
さ
れ
質

疑
に
入
っ
た
。

代
議
員
か
ら
は
、
労
働

条
件
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
、
要
員
の
確
保
、
36

協
定
の
改
正
、
契
約
社
員

の
無
期
雇
用
契
約
へ
の
転

換
、
列
車
見
張
員
や
ワ
ン

マ
ン
列
車
の
安
全
対
策
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
等
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
執
行

部
の
答
弁
の
後
、
全
体
の

拍
手
を
持
っ
て
採
択
さ
れ
、

最
後
に
井
内
執
行
委
員
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終

了
し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
に
伴

い
新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

新
三
役
は
次
の
と
お
り
。

執
行
委
員
長井

内

貴
志

副
執
行
委
員
長

播
磨

範
一

石
口

浩
二

山
中

昌
裕

書

記

長
西
口

智
也

高

知

支

部

と き 10月19日(木) ８時30分集合

ところ 御所カントリークラブ

(徳島県板野郡上板町引野字安楽寺谷90-10）
TEL 088-694-3135

お申込は各支部まで！

８
月
16
日
（
水
）
15
時

よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

に
お
い
て
「
教
育
・
広
報

委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

議
事
で
は
、
昨
年
度
の

取
り
組
み
経
過
が
報
告
さ

れ
た
後
、
今
年
度
の
取
り

組
み
が
提
起
さ
れ
た
。

教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、

①
次
世
代
を
担
う
人
材
の

育
成
、
②
各
級
機
関
に
お

け
る
実
践
教
育
の
推
進
、

③
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運
動
の

実
践
と
継
承
、
の
３
つ
を

重
点
テ
ー
マ
と
し
て
、
ユ

ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
の
充
実

及
び
教
育
活
動
の
強
化
に

向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
し
た
。

広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、

機
関
紙
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
新
聞
は
、
大
会
運
動

方
針
や
経
過
報
告
は
も
と

よ
り
、
各
種
行
事
や
会
議

の
内
容
、
各
級
機
関
の
活

動
な
ど
組
合
員
と
密
着
し

た
記
事
に
重
点
を
置
い
た

親
し
み
や
す
い
紙
面
と
す

る
こ
と
、
速
報
性
の
必
要

な
情
報
は
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

ニ
ュ
ー
ス
及
び
自
動
車
支

部
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
メ
ー

ル
等
を
活
用
し
た
タ
イ
ム

リ
ー
に
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
、
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
連
合

機
関
誌
の
発
刊
に
協
力
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
教
育
・
広
報
委

員
会
終
了
後
の
16
時
よ
り

「
サ
ー
ク
ル
協
議
会
運
営

委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、

議
事
で
は
、
担
当
部
か
ら

の
経
過
報
告
の
後
、
大
会

方
針
で
掲
げ
た
レ
ク
・
サ
ー

ク
ル
活
動
の
目
的
を
再
確

認
し
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
、
今

年
度
の
本
部
主
催
行
事
に

つ
い
て
確
認
し
た
。

平
成
29
年
度

教
育
・
広
報
委
員
会

サ
ー
ク
ル
協
議
会
運
営
委
員
会
開
催

８
月
５
日
（
土
）
10
時

40
分
よ
り
、
本
部
１
階
会

議
室
に
お
い
て
「
第
１
回

業
務
対
策
委
員
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。

本
委
員
会
で
は
、
各
支

部
に
お
い
て
集
約
さ
れ
た

要
求
項
目
を
、
各
委
員
か

ら
の
意
見
等
に
よ
り
精
査

し
、
あ
わ
せ
て
36
協
定
の

一
部
改
正
後
の
状
況
を
確

認
す
る
こ
と
等
、
今
年
度

の
要
求
項
目
を
ま
と
め
た
。

さ
ら
に
、
今
後
開
催
さ
れ

る
団
体
交
渉
に
お
い
て
各

委
員
は
要
求
獲
得
に
向
け

て
粘
り
強
く
交
渉
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

第
１
回
業
務
対
策
委
員
会
開
催

ＪＲ連合賃金実態調査を実施！

全組合員のご協力をお願いします！！

対 象 者：全組合員（出向以外の休職者
及び準組合員を除く）

対象賃金：平成２9年９月分の月例賃金
（9月２5日）給与明細書による

集 約 日：１０月２日（月）本部必着

８
月
17
日
（
木
）
15
時

30
分
よ
り
、
本
部
１
階
会

議
室
に
お
い
て
「
部
会
三

役
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

議
事
で
は
、
昨
年
度
の

取
り
組
み
の
経
過
を
確
認

し
た
後
、
業
職
種
別
部
会

と
し
て
の
部
会
活
動
の
充

実
・
強
化
に
向
け
た
今
年

度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

議
論
が
行
わ
れ
、
運
転
部

会
、
工
務
部
会
、
営
業
部

会
並
び
に
関
連
部
会
が
そ

れ
ぞ
れ
自
主
性
を
持
っ
た

機
関
運
営
を
強
化
し
、
安

全
最
優
先
の
職
場
風
土
を

構
築
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。ま

た
、
職
場
に
お
け
る

専
門
的
課
題
を
答
申
書
に

取
り
ま
と
め
て
問
題
提
起

し
、
経
営
協
議
会
等
を
通

じ
て
会
社
施
策
に
反
映
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
併
せ
て

確
認
し
た
。

平
成
29
年
度

部
会
三
役
会
議
開
催

自
動
車
支
部

徳

島

支

部


